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子
ど
も
が
、
幼
稚
園
や
学
校
に

行
っ
て
い
る
時
に
地
震
が
あ
っ
た

ら
…
仕
事
先
か
ら
ど
う
や
っ
て
迎

え
に
行
こ
う
？
市
外
の
仕
事
先
か

ら
帰
れ
る
だ
ろ
う
か
？
車
社
会

で
、
一
日
飛
び
回
る
私
は
、
不
安

に
な
っ
た
。 

（
30
代
・
女
性
・
方
向
音
痴
な
母
） 

 

死
ん
だ
父
が
「
も
し
、
地

震
が
来
た
ら
、
ど
こ
に
い
て

も
、
蔵
に
歩
い
て
集
合
」
と

言
っ
て
い
た
。
蔵
に
は
、
乾

パ

ン
・
玄

米
・
塩
・
梅

干
・

コ
ン
ロ
や
ろ
う
そ
く
な
ど
、

戦
争
を
体
験
し
た
人
の
知
恵

が
詰
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
さ
て
、
父
と
同
じ
年
に

な
っ
た
私
の
地
震
の
備
え

は
、
な
ん
と
も
お
粗
末
で
あ

る
。
（

60

代
・
男
性
・
ノ
ー
天

気
な
中
年
？
男
） 

 

 

我
が
家
の
災
害
対

策
は
、
ト
イ
レ
の
水

!!
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

お
風
呂
の
お
湯
は
落

と

さ

ず

溜

め

て

ま

す
。
あ
れ
？
飲
み
水

の
用
意
を
忘
れ
て
い

た
か
も
…
。 

（

40

代
・
女
性
・
飲
み
水
が

心
配
に
な
っ
た
一
人
も

ん
） 

「
地

震
・
雷
・
火

事
・
お

や

じ
」
っ
て
い
う
の
は
、
恐
い
も

の
の
代
名
詞
と
か
？
「
う
ち
の

親

父

は
、
怖

く

な

い

よ
。
で

も
、
こ
こ
一
番
の
時
は
頼
り
に

な
る
か
も
…
」
（
10
代
・
男
性
・

進
路
に
悩
む
高
校
生
） 

 

 

１
月
の
「
市
民
活
動
企
画

展
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ダ
ー
ル
が
開
館
し
て
８

年
。
カ
ダ
ー
ル
を
中
心
に
市

民
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
の
ね
❤
（
50
代
・
女
性
・
学

び
・
行
動
し
続
け
る
主
婦
） 

 

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
良
い

!!
だ
け
ど
、
お
互
い
を
認
め
、

尊
重
す
る
っ
て
、
す
ご
～
く
難

し
い
!!
そ
れ
っ
て
、
本
当
は
基

本
だ
よ
ね
ぇ
～
（
10
代
・
女
性
・

迷
え
る
乙
女
） 

「アンジュール」は仏語で「ある日」の意味です 

特 集 

女性の視点の防災ノート 
そのときは突然やってくる 

今回の特集は「女性の視点の防災ノート」です。 

あなたは、災害の被害にあったことがないからと

安心していませんか。しかし、ないとはいえないＸ

デー。 

さて阪神・淡路大震災以来、各地が見舞われた

災害のなかで、「女性だから困ったこと」「女性が置

かれている立場ならではの困難」がクローズアップ

されました。 

一方、復興活動を元気に続けるのは、生活力を

持ち地域とのつながりも強い女性たちだったという

情報もあります。 

大きな災害が起これば公的機関がなにもかもを

担うことはできないでしょう。災害時に大切なこと

は「自助・共助・公助」ともいわれています。 

自分のこととして、防災を考えてみませんか。 

女性消防団員はひとり暮らしの高齢者の方への防火思想の普及啓発、幼年消
防移動防火教室の実施、普通救命講習会の指導など幅広い活動を行っていま
す。女性消防団員になって5年目。仕事と活動を両立しているすてきな女性
です。（写真：青森市 一戸俊江さん） 

「男女共同参画都市」青森宣言 

 

私は私を大切に思うのと同じ重さで 

あなたを大切に思う 

 

性別を超え 

世代を超え 

時代を超え 

人と協調し 人を信頼できる 

誇り高い人間でありたい 

 

すべての人の自立と平等をめざして 

青森は ここに｢男女共同参画都市｣を 

宣言します。 
 
 

平成8年10月22日  青森市 



 

災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
が
い

ま
す
。
平
成
３
年
版
「
防
災
白
書
」

の
定
義
か
ら
ま
と
め
て
み
る
と
、
自

分
の
身
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、
情

報
の
入
手
能
力
や
発
信
能
力
に
欠
け

る
方
や
情
報
を
入
手
し
て
も
行
動
に

移
す
こ
と
が
困
難
な
方
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 
 

■
高
齢
者
、
特
に
高
齢
の
女
性
へ 

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
状
況

か
ら
み
る
と
、
高
齢
者
、
特
に
高
齢

の
女
性
の
死
亡
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
体
力
の
低
下
し
た
高
齢
の
方

が
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
老
朽
化

し
た
家
屋
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

防
災
の
面
か
ら
も
高
齢
者
の
一
人 

 

 

突
然
の
災
害
か
ら
難
を
逃
れ
、
避

難
生
活
が
始
ま
っ
た
と
き
に
も
、
女

性
を
取
り
巻
く
社
会
的
性
差
が
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

 

後
述
の
大
島
煦
美
子
さ
ん
が
提
言

さ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
に
と
っ
て
は

日
常
の
『
性
役
割
』
が
重
く
圧
し
か

か
っ
て
き
ま
す
。 

■
働
く
場
の
理
解
と
地
域
の
協
働 

 

働
く
女
性
が
大
き
な
災
害
に
よ
り

職
を
失
う
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
家
族
間
で
協
力
体
制
が
で
き
れ

ば
一
番
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー･

フ
ァ
ザ
ー
が
早
期 

暮
ら
し
世
帯
の
把
握
と
住
環
境
の
改

善
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

避
難
誘
導
に
は
地
域
の
力
が
、
そ
し

て
経
済
的
負
担
の
大
き
い
住
環
境
の

改
善
に
は
公
的
援
助
が
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

■
急
増
す
る
外
国
の
方
へ 

 

青
森
市
に
居
住
す
る
外
国
の
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
言
葉
が
通
じ
な
い

こ
と
で
、
突
然
の
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
情
報
入
手
が
よ
り
困
難
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
翻
訳
版
の

配
布
や
Ｆ
Ｍ
放
送
等
を
利
用
し
て
の

避
難
誘
導
な
ど
、
民
間
と
行
政
の
協

働
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

に
仕
事
に
復
帰
す
る
の
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。
働
く
場
の
理
解
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
災
害
休
暇
や
短

時
間
正
社
員
制
度
導
入
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
な

ど
で
住
民
の
協
働
に
よ
る
保
育
や
介

護
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■
相
談
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を 

 

男
女
を
問
わ
ず
、
自
分
の
つ
ら
さ

を
語
れ
る
場
と
し
て
も
男
女
共
同
参

画
の
視
点
が
入
っ
た
相
談
窓
口
の
早

期
開
設
が
望
ま
れ
ま
す
。
心
の
元
気

は
生
活
再
建
へ
の
一
歩
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

 

災
害
時
に
お
い
て
は
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

自
助
は
、
非
常
時
に
自
分
た
ち
の

身
を
守
る
備
え
で
す
。 

 

一
方
、
共
助
は
自
主
防
災
組
織
の

よ
う
に
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
ろ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
災
害
時

の
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
、
地
域

内
の
情
報
連
絡
、
避
難
・
誘
導
、
出

火
時
の
初
期
消
火
、
救
出
・
救
援
、

給
食
・
給
水
と
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
自
主
防
災
活
動
に
対
す
る
支
援

制
度
も
あ
り
ま
す
。 

 

青
森
市
総
務
課
危
機
管
理
室
中
村

敦
さ
ん
は
「
行
政
が
行
う
公
助
は
青

森
市
地
域
防
災
計
画
に
細
か
く
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
の
大
地
震
で

も
活
動
範
囲
が
広
い
た
め
思
う
よ
う

に
い
か
な
か
っ
た
例
が
あ
る
。
自
主

防
災
組
織
の
結
成
は
力
強
い
。
平
成

20
年
10
月
現
在
、
青
森
市
の
自
主
防

災
組
織
の
結
成
率
は
20
・
５
％
（
全

国
平
均

69

・
９
％
）
と
低
い
。
ぜ

ひ
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
共
助
の
大
切
さ
を
訴
え

て
い
ま
す
。 

 

あ
な
た
の
地
域
は
い
か
が
で
す

か
。
災
害
時
に
女
性
の
視
点
を
生
か

す
た
め
に
も
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
一
役
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 突然、大きな自然災害に見舞われたら、

高齢女性の一人暮らしの方は？ 青森在住

の外国の方は？ どう対応したらよいので

しょうか。また、避難先の生活は何が問題

となるのでしょうか。 

 今回は新潟の震災から学ぶコーナー、青

森市の自然災害の歴史やお役立ちグッズの

紹介、そして、市民活動企画展で開催した

防災に関するワークショップの結果を含

め、災害時にこそほしい男女共同参画の視

点をアンジュールは提言します。 

   

 

■避難場所・道路の確認 

 青森市は小学校区別に指定避難所があります。避  

 難所と道順を確認しておきましょう 

■家族の役割分担を決めておこう 

 災害時の役割分担を話し合いましょう。学校や幼稚 

 園などにいる子どもの引き取り役も忘れずに 

■災害伝言用ダイヤル 「１７１」  

 家族間、親類、友人の安否確認に使えます 

おすすめします！家族防災会議 

 

 

青
森
市
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
記

録
的
な
災
害
に
し
ば
し
ば
襲
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
今
と
な
っ
て

は
記
憶
も
あ
い
ま
い
に
な
り
つ
つ
あ
る

そ
の
災
害
を
伝
え
る
こ
と
が
、
未
来
へ

の
防
災
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■
地 

震
■ 

▼
１
９
６
８
年
（昭
和
43
）５
月
16
日 

十
勝
沖
地
震 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
．
９ 

青
森
市
震
度
５ 

 

市
内
40
％
に
給
水
し
て
い
る
横
内

浄
水
場
の
機
能
が
マ
ヒ
。
停
電
、
断

水
、
火
災
、
当
日
の
余
震
は
震
度
５
を

最
高
に
震
度
１
以
上
が
21
回
、
市
内

の
死
者
５
人
、
重
軽
傷
者
54
人 

【証
言
】
（昭
和
15
年
生
ま
れ
・
女
性
） 

 

そ
の
と
き
、
私
は
つ
わ
り
で
２
階
に

寝
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
グ
ラ
ッ
と
き

て
、
突
然
ゴ
ー
っ
と
音
が
し
て
上
下
に

揺
れ
た
。
こ
こ
に
い
る
と
死
ん
で
し
ま

う
と
思
っ
て
階
段
を
降
り
よ
う
と
し
た

が
、
途
中
で
縦
揺
れ
が
き
て
階
段
の
柱

に
つ
か
ま
っ
た
が
柱
が
抜
け
る
よ
う

だ
っ
た
。
水
、
電
気
が
止
ま
り
、
そ
の

夜
は
小
さ
い
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
て
い

つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
過
ご

し
た
。
余
震
は
か
な
り
長
く
続
き
、
強

い
余
震
も
何
度
か
あ
っ
た
。 

▼
１
９
８
３
年
（昭
和
58
）５
月
26
日 

 

日
本
海
中
部
地
震 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
．
７ 

青
森
市
震
度
４ 

 

沖
館
地
区
の
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
と

青
森
駅
ホ
ー
ム
が
沈
下
。 

▼
１
９
９
３
年
（平
成
５
）
１
月
15
日 

 

釧
路
沖
地
震 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
８ 

青
森
市
震
度
４ 

▼
１
９
９
４
年
（平
成
６
）
12
月
28
日 

三
陸
は
る
か
沖
地
震 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．
５ 

青
森
市
震
度
５ 

 
■
水 
害
・台 

風
■ 

▼
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）
8
月
24
日 

 

堤
川
の
は
ん
ら
ん 

 
 

台
風
９
号
に
よ
る
大
雨
水
害
。
桜

川
団
地
、
花
園
町
な
ど
が
濁
流
に
襲

わ
れ
、
国
道
４
号
線
を
超
え
て
港

町
、
茶
屋
町
ま
で
流
れ
込
ん
だ
。
花

園
地
区
は
軒
先
ま
で
水
に
浸
か
っ

た
。
住
宅
浸
水
約
１
万
２
千
世
帯
、

全
壊
・流
失
８
棟
、
半
壊
７
棟
、
被
害

総
額
約
41
億
５
千
万
円 

▼
１
９
９
１
年
（平
成
３
）
９
月
28
日 

 

台
風
19
号 

青
森
市
で
最
大
瞬
間
風 

速
５
３
．
９
ｍ 

【証
言
】
（昭
和
32
年
生
ま
れ
・
女
性
） 

 
 

朝
か
ら
猛
烈
な
風
が
吹
き
、
学
校
か

ら
は
連
絡
網
で
休
校
と
の
知
ら
せ
。
飛

来
物
で
居
間
の
出
窓
が
割
れ
、
落
ち
た

ガ
ラ
ス
片
は
隣
家
の
車
を
傷
つ
け
た
。 

 

■
雪 

害
■ 

▼
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）年
２
月
８
日 

 

青
森
市
で
最
深
積
雪
１
９
５
cm 

▼
１
９
８
６
年
（昭
和
61
）
２
月
６
日 

青
森
市
で
最
深
積
雪
１
９
４
cm 

▼
２
０
０
５
年
（平
成
17
）
３
月
３
日 

青
森
市
で
最
深
積
雪
１
７
８
cm 

 

【写
真
提
供 

青
森
県
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
】 

 
 

い
ざ
と
い
う
と
き
に
取
り
残
さ
れ
ま
せ
ん
か
？ 

―
災
害
弱
者 

 

苦
し
い
と
き
こ
そ
ほ
し
い
や
さ
し
い
視
点 

―
男
女
共
同
参
画 

参考文献および資料出所：平成3年版防災白書（内閣府）／よりよい明日のために!！＝災害の記録＝（発行者青森市）／1983.5.26日本海中部地震の記録（編集発行青森県土木部河川課）／広報あおもり127号・146号／東奥年鑑（発行所東奥日報社）／青森市ホームページ ／青森県ホームページ／ 気象庁ホームページ／   

                   

 

２
０
０
４
年
10
月
23
日

午
後
５
時

56

分
、
突
然
、

新
潟
県
中
越
地
方
は
震
度

７
の
激
震
に
襲
わ
れ
、
震

源
地
か
ら
は
離
れ
た
新
潟

市
に
住
む
私
は
被
害
は
な

く
と
も
職
場
関
係
者
や
親

戚
、
友
人
、
知
人
の
安
否

確

認
が
で
き

る
ま
で

の

２
、
３
日
は
眠
れ
ぬ
夜
が

続
い
た
の
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
防
災
と
災

害
復
興
の
あ
り
か
た
な
ど

行
政
を
中
心
に
検
証
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。 

し
か
し
「
災
害
時
に
お

け
る
女
性
」
に
視
点
を
あ

て
、
被
災
し
た
女
性
た
ち

の
お
か
れ
た
立
場
を
お
聞

き
し
ま
す
と
、
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の

問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
す
。
新
潟
県

中
越
大
震
災
で
見
え
た
、

特
に
女
性
の
お
か
れ
た
現

実
と
、
非
常
時
に
お
け
る

人
権
の
あ
り
方
を
ほ
ん
の

１
、
２
例
で
す
が
お
話
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

避
難
所
で
は
、
夫
は
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
職
場

へ
す
ぐ
に
復
帰
し
、
余
震

が
続
く
恐
怖
の
中
、
家
族

の
世
話
や
避
難
所
で
の
食

事
当
番
や
雑
事
は
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
女
性
に
課

せ
ら
れ
辛
か
っ
た
。
パ
ー

ト
も
辞
め
ざ
る
を
え
な
い

状
態
に
な
っ
た
。(

主
婦
の

話
よ
り)

 

男
女
の
管
理
職
の
立
場

で
は
、
男
性
の
職
場
復
帰

は
早
か
っ
た
が
女
性
は
本

人

の
意

思
に

か
か

わ
ら

ず
、
家
族
か
ら
も
避
難
所

な
ど
の
周
囲
か
ら
も
良
い

嫁
・
母
・
妻
の
立
場
を
先

ず
求
め
ら
れ
た
た
め
職
場

の
こ
と
は
後
回
し
に
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ

た
。
男

性

社

員
か
ら
女
性

管
理
職
は
無

責
任
と
非
難

す
る
声
が
あ

が

り
、
そ

の

女
性
管
理
職

社
員
を
か
ば

い
き
れ
ず
降

格
人
事
に
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
悔

し
い
。
（
女
性
副
社
長
の

話
よ
り
） 

 

男
性
は
仕
事
、
女
性
は

仕
事
も
家
事
も
育
児
も
介

護
も
と
性
別
役
割
分
担
意

識
の
た
め
で
す
。 

こ
の
事
例
の
よ
う
な
解

決
策
は
お
互
い
に
仕
事
責

任
と
家
庭
責
任
を
担
い
合

う
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

で
す
。
男
性
の
職
場
復
帰

を
１
週
間
続
け
、
次
の
週

は
女
性
が
職
場
へ
そ
し
て

男
性
が
家
庭
責
任
を
。
交

互
に
続
け
る
う
ち
に
平
常

な
時
間
が
戻
っ
て
く
る
の

で
は
と
思
う
の
で
す
。 

災
害
を
受
け
復
興
に
立

ち
向
か
え
る
何
よ
り
の
力

は
、
元
気
に
な
れ
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
社
会
的
性

差
に
縛
ら
れ
ず
、
辛
い
こ

と
を
辛
い
と
言
い
、
お
互

い
を
認
め
支
え
あ
え
る
環

境
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
こ
そ
何
よ
り
の
日
ご
ろ

か
ら
の
防
災
対
策
と
思
え

て
な
ら
な
い
の
で
す
。 

大島 煦美子 
(財)新潟県女性財団理事長  
 

～
平
常
時
か
ら
社
会
的
性
差
に
敏
感
な
視
点
を
～  

大
島 

煦
美
子
（お
お
し
ま 

く
み
こ
） 

 

財
団
法
人
新
潟
県
女
性
財
団
理
事
長
。
男
女
共
同
参

画
を
テ
ー
マ
に
新
潟
県
内
行
政
・企
業
等
職
員
研
修
会

講
師
や
講
演
。
「災
害
と
女
性
」
の
テ
ー
マ
で
は
全
国
的
に

講
演
活
動
。
文
部
科
学
省
平
成
18
年
度
女
性
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
企
画
委
員
。
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

事
業
評
価
監
視
委
員
会
委
員
。 (

財)

新
潟
県
中
越
大
震

災
復
興
基
金
理
事
な
ど
。 

 ワークショップ 

 「グラッときたら」から 
         1/28開催 

知っていましたか 

  自主防災組織 

 スタッフの友人の結婚

式の引き出物です。中身

は水を入れる為の収納型

ポリタンク･懐中電灯･

ロープ･乾パン･保温シー

ト･軍手。 

 スタッフの家庭では、

プラス家族分の下着･ナ

プキン･紙と鉛筆･靴下･

大判のクロス･ウエット

ティッシュが入っていま

す。 

ここがポイント 非常持出袋 

・非常持出袋は玄関か寝室に！ 

 押入れの中では持ち出せない 

・持出袋の重さは10キロ以内 

 食料は３日分が目安 

・中身の定期点検をしよう 

 電池や賞味期限の確認を！ 

・自分にとっての必需品を忘れずに 

 ないと不便！めがねや入れ歯 

↑防寒対策にも

なるレインコー

トやアルミシート 

多機能懐中電灯 

ラジオや携帯の充電

器にもなる。手巻き

で発電できるので、

電池の心配もなし。 

↓散乱した室内を

歩くためのズック

は枕元に置く習慣

を。 

 

↓ 水 に 強 い 油 性 ペ ン。ビ

ニールテープは何かと便利。 

ラップは食器に敷けば洗浄の

水を節約。 

レンガ塀が倒れ死者もでた青

森市港町 （青森県県史編さん

グループ所蔵） 

花園町一帯の水害状況 

（よりよい明日のために！!＝災

害の記録＝より） 



＜発行＞  
青森市市民文化部市民協働推進課 

男女共同参画室 

〒030-8555 青森市中央1‐22‐5 

☎ 017（734）2296  FAX 017(734)5232 

＜編集スタッフ＞ 
企画集団プティジュール：白井壽美枝・ 

藤川あきつ・小山内世喜子・阿部美智子・ 

千代谷直美・堀内美穂・沼田久美・松山佳子 

●女性の悩み相談 カダール相談室● 

パートナーからの暴力で悩んでいる、自

分自身の生き方や家庭のことで相談した

いなど、あなたの抱えている悩みを相談

員がお聞きします。 
 

毎週月・木（祝日・年末年始・休館日を除く） 

○電話相談 ☎017-776-8850 
○面接相談  10：00～12：00 
          13：00～16：00 
  

 ＊面接相談は予約が必要です。 

 平日9：00～18：00 ☎017-776-8858 

転載希望の方はご連絡ください。 

 
 

 

  

阪神･淡路大震災の際、メディア

ではあまり取り上げられませんで

したが、①震災で女性が男性より

も1000人多く亡くなった背景に

あった「女性の貧困の問題」②

パート労働者の大量解雇にみられ

る「女性と労働の問題」③災害時

に増えた「女性に対する暴力」な

ど、「男は仕事、女は家庭」とい

う典型的な男女の役割分担の弊害

も、震災で一層浮彫りになりまし

た。 
このように阪神･淡路大震災や新

潟県中越地震など近年の災害発生

時の経験から、被災時には増大し

た家庭的責任が女性に集中するこ

となどの問題が明らかになり、防

災(復興)対策は、男女のニーズの

違いを把握して進める必要がある

ことが明らかになりました。 
これら被災・復興状況における

女性をめぐる諸問題を解決するた

め、男女共同参画基本計画(第2次)
においては、新たな取り組みを必

要とする四つの分野の一つとし

て、「防災（災害復興を含む）」

を位置づけ、防災に関する政策・

方針決定過程への女性の参画の拡

大等の具体的施策を盛り込んでい

ます。 

国の防災と男女共同参画基本計画  

♪INFORMATION♪  

日本女性会議2009さかい…開催日時：平成21年10月30日(金)・31日(土) 

 大会テーマ「山の動く日きたる※～ジェンダー平等の宇宙(そら)へ～」 

           11月１日(日)にエクスカーション（観光視察等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 

■
が
ん
ば
れ
、 

 
 

 
 

 

女
性
記
者
さ
ん
た
ち
! 

 

「
で
は
、
失
礼
し
ま
す
」
と
大

き
く
て
重
そ
う
な
機
材
を
肩
に
担

い
で
ひ
ら
り
と
出
て
行
っ
た
取
材

記
者
。
長
い
黒
髪
、
ス
ラ
リ
と
華

奢
な
彼
女
は
、
ひ
と
り
で
カ
メ
ラ

も
回
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
し
て

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

「
カ
メ
ラ
が
重
い
し
ね
ぇ
」

「
泊
ま
り
込
み
も
あ
る
し
」
と
、

報
道
部
門
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
少

な
い
理
由
を
聞
い
た
の
は
、
十
年

前
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

今
や
、
彼
女
も
、
こ
の
間
来
た

人
も
あ
の
人
も
、
ご
く
自
然
に
取

材
に
現
れ
ま
し
た
。
報
道
現
場

に
、
女
性
た
ち
が
増
え
て
い
る
ら

し
い
。 
 

男
性
が
ダ
メ
と
言
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
で
も
ま
だ
ま
だ
希
少

価
値
の
女
性
記
者
さ
ん
た
ち
、
が

ん
ば
っ
て
。
「
こ
れ
、
課
題
だ
と

思
い
ま
す
」
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

し
た
い
」
っ
て
、
ス
テ
キ
で
す
! 

  

 平成19年4月に、地域コミュニティ・国際交流・男女参画推

進業務を統合し、新たに「市民協働推進課」が設置されましたが、協働の

パートナーである市民と行政がまちづくりに関する情報を共有しあい、情報

を活用できる相談窓口として「市民協働カウンター」を開設しています。 

このカウンターは、町会やＮＰＯの皆さんと市が協働で行う公益的な諸活

動について、ご相談の受け付けや情報提供などの支援を行い、協働の取り組

みの質や量を充実させていくことを目的にし、皆さんの自主的な公益的活動

をお手伝いしたいと考えております。 

「やりたいことはあるけれど、どこに何を相談すればいいのか判らない」

「事業の手助けになる補助金はあるの？」などのご相談はございませんか？ 

 市民協働カウンターでは、どの部署に相談すべき

か、誰が協力できるか、有利な補助金情報やその申

請方法、人集めや協力グループの紹介などお知らせ

いたしますので、お気軽に市役所市民協働推進課を

ご利用下さい。  （市民協働推進課長 平田公成） 

 問合せ先  

市民協働推進課  

市民協働推進チーム  

電話 017-734-5231 

※「山の動く日きたる」は、大阪府堺市出身の与謝野晶子の詩。また、堺市は全国初の男女共同参画宣言都市 

｢男女共同参画｣という考え方は日本だけ? 

 いえいえ、1960～70年代に世界的な規模でフェミニズム運動が展開

し、76年には「国連婦人の10年」が始まりました。そして、79年の国

連総会で、「女性差別撤廃条約」が採択されたの。 

「女性差別撤廃条約」? 

 そう、世界で｢女性の憲法｣ともいわれている。正式名称は｢女子に対す

るあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約｣。The Convention on the 

Elimination of All Forms of Discrimination against Women(CEDAW)。 

 教科書にも載っているわ。08年2月現在の加盟国は185カ国よ。 

ということは、日本も関係ある? 

 Yes. 85年に批准しました。 

 批准して、何か変わったのかなぁ。 

 日本は、この条約を締結した時に、国籍法の改正(日本人の母親と外国

人の父親から生まれた子どもが日本国籍を取得できる)、男女雇用機会

均等法の制定、中学校と高等学校における男女の家庭科共修などの法

令改正を行ったのよ。 

 そうか。それ以前は、求人欄に「女性は容姿端麗・自宅通勤」なんて

書いてあったって聞いたことがある。 

 加盟国政府は、国連の女子差別撤廃委員会に報告書を提出し、審議を

受けるの。日本は、今年の7月に、4回目の審議を受ける予定よ。 
    ※日本政府報告書、女子差別撤廃委員会の最終コメントは、 

     男女共同参画局のホームページ http://www.gender.go.jp/ 


